
新たなサービスを創出

(2020年度～)

都知事杯オープンデータ・
ハッカソン (2021年度～)

民間ニーズの把握積極的なデータ公開

オープンデータカタログサイト

ラウンドテーブル
東京都オープンデータ

コミュニティ

QOS向上

(2023年度～)

2023年度2020年度

好循環の積み重ねにより
オープンデータ化を更に促進

約6.3万件

約4万件

2021年度 2022年度

オール東京でオープンデータ化の好循環を更に促進
都庁＋区市町村のオール東京で、公開ニーズの高い行政データのオープンデータ化を促進



➢データ活用を希望する民間企業等からのニーズを東京都が直接聴取することで、

都をはじめとする行政のオープンデータ化の取組を推進

※年２回開催東京都オープンデータ・ラウンドテーブル

公開
実績

開催
の
流れ

ラウンドテーブル

開催

提案を受けた

データの
オープンデータ化

公開したデータを

民間企業等が
活用

• 令和3年2月以降、7回開催

• ラウンドテーブルをうけて公開した主な

データは右記のとおり

✓ 駅の緊急輸送道路情報

✓ 高潮浸水想定区域図の情報

✓ 都指定の史跡情報

など

オープンデータに
関する民間企業等からの

ご要望

各局との

事前相談

公開した
主な
データ

✓ 駅のエレベーターの点検情報

✓ 観光統計データ

✓ 避難所情報

✓ 点群データ

公開
実績

開催
の
流れ



➢ 「東京都オープンデータ・コミュニティ」（Slack を用いたオンラインコミュニティ）を

2023年度より運営

コミュニティへの
参加はこちら

交流 発信 イベント 質問・提案

• オープンデータ利活

用事例の発信

• コミュニティ会員同士

の情報共有や意見

交換

• サービス開発メンバー

募集

• コミュニティ会員限

定イベントへの参

加・会員間の交流

• オープンデータや

オープンデータ利活

用に関する質問・

提案

東京都オープンデータコミュニティ



都知事杯オープンデータ・ハッカソン

➢オープンデータを活用し、行政課題の解決に向けたサービス提案を行うハッカソンを開催

➢成功事例を積み上げることで、オープンデータに対する行政職員の意識改革も推進

186人

423人

659人

925人

（年度）

◆2023年度までの開催実績

プログラム開発イベントの様子

より住民目線の
課題解決に
つながる

サービスを創出
（９件）

サービス実装支援を
実施

Final Stageでは、First Stageを勝ち
抜いた18チームが都知事杯を競いました

2021 2022 2023

応募者は
着実に増加！

2024

◆年々規模を拡大し、便利なサービスが次々に登場



支援みつもり
ヤドカリくん

当事者や支援者が、
必要なときに必要な支
援にアクセスするため
のChat Botシミュ
レーター

BuTTER

リアルタイムで・参照しや
すく・自動更新のバス時
刻情報を、３行のコード
を貼るだけでWebページ
へ埋め込み実装するサー
ビス

オープンデータスゴイ

オープンデータの使いにく
さを解消するためのカタ
ログサイトの可視化と、
利用ノウハウ共有の場づ
くりの提案

育児相談LINEbot
『キクゾー』
産後うつなど育児中の孤
立を対話でケアし、地域
でのサポートに手軽につ
ながるサービス

かんすうや
プロジェクト
オープンデータをエクセル
等の表計算ソフトで簡易
的に使えるよう関数化す
る「かんすうや」プロジェク
ト

Datashelf
Management 
Suite
オープンデータ掲載サイ
トのデータをチェックし、
品質管理や更新履歴を
レポートするツール

ふぁぼツリー

市民が投稿する「推し」
の街路樹の情報を樹木
管理者が樹木点検に
活用するサービス

Open Data 
Bridge
ChatGPTを活用し、オー
プンデータの検索・取得・
整形を対話形式で容易に
行えるシステム

東京厠旅

海外からの旅行者や在住
者など、外国人向けに安心
して公衆トイレを利用して
もらうための検索アプリ

2024年８月現在
計９サービス

都知事杯オープンデータ・ハッカソン
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